
し
か
し
、
一
一
一
十
四
年
度
以
来
の
経
済

界
の
最
気
上
昇
に
よ
っ
て
開
刷
用
部
繍

加
し
、
同
国
保
加
入
者
が
、
他
の
社
釜

間
持
続
に
吸
収
容
れ
る
結
集
が
出
て
雷

ま
し
た
。
三
十
市
開
恒
度
鼠
保
加
入
唱

は
、
金
人
口
の
四
十
一
。
一
パ
ー
セ

ン
ト
を
数
え
て
い
ま
し
事
録
、
一
一
一
十

五
年
度
で
は
一
一
一
八
圃
五
バ

1

セ
ン
ト

に
減
少
し
て
い
ま
す
。

ζ
れ
と
同
時
に
、
援
療
援
の
備
上
げ

も
余
儀
な
く
さ
れ
、
留
保
財
政
争
厳

ば
さ
み
に
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

今
後
、
臨
民
臨
時
療
保
検
事
…
撲
は
、
選

管
の
あ
ら
ゆ
る
箆
で
、
い
っ
そ
う
の

研
究
と
改
一
簿
登
'
打
な
っ
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
い
え
ま
し
ょ

5
.

無
陵
地
区
の
診

療
争
受
け
持
つ

ヤ
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・
大
蔵
省
、
郵
政
省
等
か
ら

i
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ト
じ
け
長
期
借
り
入
れ
し
た
公
演

の
現
在
高
は
、
合
計
二
億
一
一
一
千
二
百

五
十
六
万
余
円
で
す
。
こ
の
う
ち
一

‘
市
有
財
緩
の
総
績
は
、
十
般
会
計
分
は
一
億
九
千
九
百
十
八
万

濯
ω六
億
九
千
百
九
十
五
万
京
語
、
都
市
改
造
事
業
分
七
百
万
円

簡
易
水
道
事
幾
分
一
一
千
六
百
一
一
一
十
七

月
で
す
。
内
訳
け
は
、
建
刀
凶
万
一
一
一

f

方
議
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

百
十
沼
珂
で
十
一
億
一
千
九
百
九
十

八
万
語
、
土
地
二
十
四
万
平
間
二
位
入
金
…
資
金
需
の
好
転

十
二
坪
で
五
綴
六
千
百
八
十
万
宗
門
:
・
・
・0

に
よ
っ
て
、
一
時

ほ
か
に
、
証
券
二
百
三
十
一
一
一
万
余
円
借
入
金
は
日
皆
無
の
状
態
で
ナ
。
そ
の

現
金
七
百
八
十
一
一
一
万
問
問
と
な
っ
て
上
別
損
に
も
議
吉
ま
し
た
よ
う
に
、

い
ま
す
。
こ
の
額
は
、
そ
の
前
茸
度
収
支
惹
し
引
き
一
一
億
五
千
笛
九
万
余

よ
向
り
五
千
七
百
五
十
二
万
宗
門
の
円
の
歳
計
議
金
宇
」
巾
金
庫
に
も
つ
に

婚
を
市
す
も
の
で
す
。
至
っ
て
い
ま
す
。

昭
和
一
一
一
十
六
年
九
月
末
に
お
け
る
、

市
有
財
蔵
、
公
鎖
、
一
時
億
入
金
な

ど
の
あ
ら
ま
し
は
次
の
と
お
り
で

す
。

入札資格の著書き換え
会計課関係・ 4月 20日まで
建設謀関係 04月 15臼まで

市と取り引きしたい業者{立、
おEれなく手続きをとってく
ださい。これをしておかない
とー市関係の発注を受けbれ
なくな 1ります。

業高校付属会事事備 280 万向、金田小給食湯

215 方向、宮沢小給食場 214 万円、富士見

小便所改築 275 万円、金目小短所改築59万

円、控室付、給食場改修82万円、松隊小給食場

改修富士毘給食揚改修77万円、在古島小給食

場改修 40方向、各小学校付属旋設改修等5

4万円、壁豊田幼穣圏付属施設等新設 38 万

円、大野中神田中神田小県営水道工事 30

万円、穏泣く小付属施設整備29万円、江寝中

学校舎繰越分 106 万円、各校校地整備 253

方向。鹿浜高校校舎篠備寄付金1004万円。

松際公民館456万円‘対援機獲備保存費 30

方向。

ム社会福祉関・言十2111万余円。

母子寮重結構31万F司、神田・須賀保育所付属

施設整備21万円、車中原市営住宅水道引込

み 109 万円、神田市営住宅県営水道引込み
10方向、市営住宅建設1937万円。

ム保健寄生重量・富十t169万余円。

とみ収集車購入 154万円、 IJ'裂ダンプカー

購入84万円匂畜類死体焼却所新築ぉ:万円、

大神済指作業所整備 293 万円‘四之宮しぼ
中継そうう回路新設2P3万円、プール重装備

84万円。

ム産業経済賀町計3417万余竺。

(補助金〕潟装娠興フタ ムハウス将万円

自給飼料げ丹ザイロ 7 方向。新農村建設施設

整備 165万円四之宮土地改良41万円糞

:土自音波排水 8 万円、金目 111沿岸土地改良24

万円‘馬入土地改良 704 万円大野土地改

良667万円相撲111頭部土地敬良127万円、八

木潤分水路工事1日:万円、豊田かんがい排水

38方向、自社名:土地教良14万円青小訴古島日高架

排水40万円、入野かんがい排水17万円.丸

島かんがい排水 9万円守よ耕地かんがい排

水 3 万円、宝空張楼改修10万円、小童館島かん

がい排水12万円‘八熊かんがい排水 9万円

万回.機械揚水14万円、千須谷臨架排水11

万円、大波かんがい排水86万円. 11:111踏襲
排水 7万円、その他かんがい排水事業生8万

円魚市場整鱗37万円 a 漁書室整備負担金 581

方向漁港維持補修事業負担金 250 万円。

須賀河口公衆健所新設75万円。

ム財E量費・雷十1433万余向。

繁盛用地E電波:，51万円、金協小敷地買収 12

方向盲同備小敷地売収27方向、消防第21分

間庁舎敷地図収20万円‘物件移転補償47万
円ー松原校数IJ、国有地払い下げ 192 万円、

高浜高校敷地払い下げ 782 万余円。

ム諸支出金・富十 497 万余円。

島出火建築構造成矯助 289 万円、首都圏繋備
対策事業 157 万円‘県社会補祉会館韮遇改築

重量録担金15方向、県底的会館建設負担ヨ金30

万円ョ県立茅ケ締高校体育館兼重車掌建設寄

付金 5 万円。

今財政事情で決算報告を出した、昭和35年度

(前年度)の一般会計において、支出総額の

44 ・ 8 パーセントに及んだ建設的投資約経設

の内容は次のとおりでナ。

ム役所皆、計285万余向。

会計機構入255万円‘ 新市庁省建設設計謝
礼30万円。

ム消防鑓・昔十577万余円

消防車購入160方向、 第10第17第19分間庁
舎建設205万円、 百当初持戸消火殺新設なと

211万円。

ムこと木草壁・富庁 2 機24万余F'l

モータグレダ 議入 110B丹、港島吾郎海新

設585万円、市選j二部東宮線改良236万問、

市道河内徳延線改定 288 万円、市道四之君主

主宰改良206万円を市道城島一号線改良356万

円、市道IJ、熊遠綴際線改良 414 万円、市道

南町通り策浅間続舗装 347 万円、市道桜ケ

民平家線己主良219万円、市道入山瀬線改良1

62B円.市議金田久保線改良 230 方向、市

道援重量車字選暗号線新設 352 万円、神泊住宅

遂路政良9臼万円、魚市場前舗装500 方向、

滋路用地売収 337 万円、道路新設改良関係

事務重量63万円。

小桜I11水路改修 300 万円‘ 1河内一号線排水

路補修20万円、三沢111 しゅんせつ 5 万問、

新11I1可床獲量豊20万円、杷枇橋排水路敬修69

万円、座禅I11護岸ω万円、第 7号排水路改

修'119 万円、金自排水路改修35万円、徳延

排水路改修3 万円、その他封:水路繍修11万

円、沼地区用排水量告設計調査10方向。
重量浅衛大島線街路損I盤45方向、後谷戸、憾線

計画街路調J盤17万円‘滋分1ニ盤線言十盟華街路

1Jl広量45方向。

須賀打越羽衣線鱗装 750 万円‘同信渠，32万

円‘東務関大島線舗装なと 200 万円‘後谷

八橋線築造80万円、海岸関i中線街路新設59

万円セ潟入一号線街路整備 450 万円も街路

簡易舗装 431 万円.駅間口街灯新設 8万円

平塚海岸伊勢原線等間‘売地収重量ほか 682

万円、街路獲辞書溺係事務重量 4 万円。

後谷特別都市下水路新設 1自3 万円、都市水

1'1]錦 8号排水路新設 750 万円、区画街路側

溝新設 861 万円、都市下水幹線新設調査設

計 100 万円、下水道新設溺係事務資 8万円

立野町公磁・蔦平公図書E綴30万円 a 高llti.LI

公豊富整辞書 149 万円、湘南海岸整地事業50万

円 a 海南平営造物修繕 7 万円‘源南海岸公

関整備策定関係資34万円宮都市公調整備関

5 万円。

幹線第 1号排水路新設1043万円、

間第 2号排水路 110 万円、工業団地 1号線

街路麓備 186 万円、工業館地整備にともな

う補償制54万円‘都市計額にともなう補償

制30万円、戦災土地区留整理事業負担金

529自万円、長業対策事業3879万円。

ム教育重量・計1億1910万余向。

江握車中校舎 2415 万円、浜留中校舎 1269万

四大野中校舎 1紛骨万円、神田中校舎 301


